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「第32回全国育樹祭」
レポート

式典全景

全国育樹祭は、幅広い国民運動としての国土緑化運動の一環として、
活力ある緑の造成気運を高め、次代への連帯性を深めることを目的として、毎年秋に行われています。

第 32 回目となる今回は、10月 25日（土）、26日（日）に愛媛県で開催されました。

時事緑報
VOL.1お手入れ会場 式典の会場となった愛媛県武道館
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今
回
の
テ
ー
マ
は“
育
て
よ
う

緑
あ
ふ
れ
る　

日
本
の
未
来
”

開
催
地
と
な
っ
た
愛
媛
県
で
は
、
平
成

一
三
年
を
〝
森
林
そ
生
元
年
〟
と
位
置
付

け
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
し
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
森
林
を
県
民
共
有
の
財
産

と
し
て
大
切
に
守
り
育
て
、
次
の
世
代
に

し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
県
民

参
加
に
よ
る
「
森も

林り

と
共
有
す
る
文
化
の

創
造
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
育
樹
祭
は
、
そ
の
取
組
を
全
国
に

向
け
て
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
一
人

一
人
が
森
林
を
守
り
育
て
、
活
力
あ
る
健

全
な
森
林
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
と
い
う

四
一
年
に
開
か
れ
た
第
一
七
回
植
樹
行
事

並
び
に
国
土
緑
化
大
会
の
会
場
で
す
。
そ

の
当
時
、
昭
和
天
皇
、
香
淳
皇
后
が
ス
ギ

を
お
手
植
え
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
県

立
中
山
高
等
学
校
特
用
林
産
科
の
高
校
生

と
坂
本
緑
の
少
年
団
の
介
添
え
の
も
と
、

皇
太
子
殿
下
が
そ
の
ス
ギ
の
根
元
に
〝
森

林
土
壌
生
成
促
進
材
〟（
森
林
整
備
で
発

生
す
る
枝
葉
や
根
株
な
ど
を
チ
ッ
プ
化
ま

た
は
炭
化
し
、森
林
内
に
還
元
す
る
も
の
）

の
散
布
を
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
屋
内
開
催
会
場
と
し
て
式
典

行
事
が
行
わ
れ
た
〝
愛
媛
県
武
道
館
〟（
松

山
市
市
坪
西
町
）
は
、
県
内
産
の
木
材
を

は
じ
め
、
菊
間
瓦
、
大
島
石
、
砥
部
焼
、

絹
製
品
な
ど
の
県
産
品
が
ふ
ん
だ
ん
に
使

　平成 18年度に公募によって決
定された大会キャラクター。愛媛の
森を吹き抜けるさわやかな風、その
風に髪をなびかせ森を育む愛媛の子
供たちを表現するため、EHIMEの
“E”の文字をモチーフに、明るく
元気に森を守り育てる愛媛の子供を
イメージしてデザイン化 (デザイン
作者は松山市在住の池田正誉さん )。
EHIME の“E”の文字をモチーフ
としたデザインの趣旨を生かし、E
と木を守り育てていくイメージを感
じさせる愛称 (愛称作者は県立松山
南高等学校の髙月悠馬さん )。

大会キャラクター

「E ～もりくん」

気
運
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

〝
循
環
〟（
先
人
が
植
え
た
木
々
は
世
代

を
超
え
て
育
ま
れ
、
森も

林り

と
な
っ
て
現
在

へ
と
受
け
継
が
れ
ま
し
た
。
そ
の
森も

林り

か

ら
、
日
々
恩
恵
を
享
受
し
て
い
る
私
た
ち

の
手
に
よ
っ
て
、
明み

ら
い日
へ
と
引
き
継
ぐ

森も

林り

づ
く
り
を
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
）
を
大
会
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
そ

し
て
、〝
育
て
よ
う　

緑
あ
ふ
れ
る　

日

本
の
未
来
〟
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
一
〇
月

二
五
日
（
土
）
に
は
皇
太
子
殿
下
に
よ
る

お
手
入
れ
行
事
、
一
〇
月
二
六
日
（
日
）

に
は
式
典
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
手
入
れ
行
事
が
行
わ
れ
た
松
山
市
久

谷
町
の
〝
久
谷
ふ
れ
あ
い
林
〟
は
、
昭
和

説明を受けている皇太子殿下

津島太鼓集団“雅”の太鼓演奏

緑の少年団入場行進

皇太子殿下による“森林土壌生成促進材”の散布



林野　2008．11   14

用
さ
れ
て
い
る
日
本
最
大
級
の
ス
ケ
ー
ル

を
誇
る
木
造
施
設
で
す
。
皇
太
子
殿
下
の

御
臨
席
を
仰
ぎ
、
石
破
茂
農
林
水
産
大
臣

や
林
業
関
係
者
、
県
内
外
の
参
加
者
な
ど
、

約
三
三
〇
〇
人
が
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
前
に
は
津
島
太
鼓
集
団
〝
雅
〟
に
よ

る
太
鼓
演
奏
、
西
予
市
立
野
村
中
学
校
の

筝
曲
部
に
よ
る
琴
演
奏
、
愛
媛
県
な
ぎ
な

た
連
盟
に
よ
る
な
ぎ
な
た
演
武
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
元
愛
媛
県
出

身
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
で
あ
る
秋
川
雅
史
氏

が
登
壇
し
、
大
会
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
愛

媛
の
歌
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
皇
太
子
殿
下
が
加
戸
守
行
愛

媛
県
知
事
の
御
先
導
の
も
と
御
着
席
さ
れ
、

式
典
が
始
ま
り
ま
し
た
。
社
団
法
人
国
土

緑
化
推
進
機
構
副
理
事
長
の
開
会
の
言
葉

の
あ
と
、
伊
予
市
立
郡
中
小
学
校
の
鼓
隊

に
先
導
さ
れ
、
愛
媛
県
内
の
緑
の
少
年
団

が
入
場
行
進
。
大
会
会
長
、
愛
媛
県
知
事

の
挨
拶
、
愛
媛
県
議
会
議
長
に
よ
る
歓
迎

の
こ
と
ば
に
続
き
、
皇
太
子
殿
下
に
よ
る

お
こ
と
ば
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

全
国
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
大
会
入
賞
団

体
、
全
国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
、

愛
媛
県
緑
化
等
功
労
者
な
ど
の
表
彰
式
や
、

農
林
水
産
大
臣
か
ら
、
全
国
緑
の
少
年
団

代
表
へ
〝
み
ど
り
の
贈
呈
〟
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
典
の
後
半
で
は
、「
美
し
い
森も

林り　

生い
の
ち命

の
め
ぐ
り
と
輝
き
」
～
世
代
を
超
え

て
伝
え
た
い
も
の
、
残
し
た
い
も
の
～
と

題
し
た
表
現
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
こ
の

時
、
秋
川
雅
史
氏
が
再
び
登
場
し
て
、
名

曲
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
を
聴
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
林
業
後
継
者
代
表
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
、
緑
の
少
年
団

代
表
の
誓
い
の
こ
と
ば
、
社
団
法
人
国
土

緑
化
推
進
機
構
理
事
長
に
よ
る
大
会
宣
言
、

次
期
開
催
県
で
あ
る
長
崎
県
知
事
の
挨
拶
、

松
山
市
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
式

典
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

式
典
後
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
は
式
典
音
楽

隊
に
よ
る
松
山
市
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
こ
の
街
で
」
の
演
奏
、
吹
奏
楽
隊
に
よ

る
楽
曲
「
情
熱
大
陸
」
の
演
奏
、
内
子
高

等
学
校
の
郷
土
芸
能
部
に
よ
る
太
鼓
演
奏

（
五い

十か

崎ざ
き

「
大
凧
出
世
太
鼓
」）
な
ど
も
あ

り
、
最
後
ま
で
見
逃
せ
な
い
演
目
が
続
き

ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
愛
媛
県
武
道
館
の
周
辺

に
は
〝
お
も
て
な
し
広
場
〟
と
題
し
た
、

森
林
に
親
し
む
こ
と
で
き
る
様
々
な
ブ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
来
場
者
に
大

好
評
で
し
た
。
ま
た
、
併
催
行
事
と
し
て

一
〇
月
二
五
日
に
は
育
林
技
術
交
流
集
会
、

全
国
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
大
会
も
開
催
。

さ
ら
に
一
〇
月
二
六
日
（
日
）、
一
〇
月

二
七
日（
月
）に
は
記
念
行
事
と
し
て「
森

林
・
林
業
・
環
境
機
械
展
示
実
演
会
」（
全

国
の
林
業
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
る
最

新
鋭
機
材
の
展
示
・
実
演
）
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
三
二
回
全
国
育
樹
祭
の
開
催
に
よ
っ

て
、
多
く
の
方
々
に
様
々
な
角
度
か
ら
森

林
に
対
し
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
来
年
の
第
三
三
回
全
国
育
樹
祭

は
長
崎
県
で
開
催
予
定
で
す
。

皇太子殿下によるおことばみどりの贈呈

緑の少年団などによる誓いのことば 熱唱する愛媛県出身の秋川雅史氏


